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10単位以上を履修した上で、履修内容審査に合格すること。

<必修科目>
がん治療の先端知識の基礎(2単位)、医療プロフェッショナリズム・医療安全(2
単位)、がんのカウンセリング概論(2単位)、がん多職種協働アクティブラーニ
ング実習(1単位)

<選択科目>
がん治療薬学(2単位)、がん看護学(2単位)、がん治療放射線医科学(2単位)、医
療統計(2単位)、診療情報管理学(2単位)、がん診療の基礎知識(2単位)、臨床心
理学概論(2単位)、がん理学療法学(1単位)、がん作業療法学(1単位)、がん臨床
検査学(1単位)

本コースでは従来の専門性にもとづいた縦割りの教育を廃し、本学大学院に学
ぶ異なる専門領域の学生がクロスオーバーして、共にがん医療の現状を学び、
それぞれの専門分野でのがん患者支援および支援者支援計画とその実施に係わ
る専門医療職の養成を目指す。ターミナルケアに加えて、従来十分な対応がな
されてきたといえないグリーフケア、患者就労両立支援、家族・患者支援者支
援などを通じて患者を取りまく環境にトータルに臨床心理に配慮して対応でき
る人材育成を目指す。なお、事例を用いてアクティブラーニングを積極的に採
用する教育を行う。

本コースを受講する各院生の出身母体の分野専攻の責任者もしくは指導教員が
責任をもって指導を行う。加えて、共通項目の学修に関しては、本がんプロを
構成する運営委員が対応する。

患者を中心に様々な医療スタッフがそれぞれの専門分野を活かしながら、ライ
フステージに応じてがん患者およびがん患者支援者にとり最善と思われる支援
を提供する専門家となり、がん診療病院および様々な支援を行う機関において
指導的役割を担うことを期待する。このことはがん患者、支援者だけでなく、
それを受け入れる社会や地域にとり多大な利益をもたらすと考える。

教育プログラム・コースの概要

国際医療福祉大学大学院
　医療福祉学研究科修士課程/薬科学研究科修士課程

ライフステージに対応したがんプロフェッショナル多職種協働人材育成コース

医療福祉学研究科修士課程
　保健医療学専攻、医療福祉経営専攻、臨床心理学専攻の大学院生
薬科学研究科修士課程
　生命薬科学専攻の大学院生

修士課程2年

多職種協働による機能的なチームを作り、ライフステージに対応したがん治療
にあたり、患者支援、家族・支援者支援、グリーフ・ケア、ターミナル・ケア
までの広範な対応ができる専門医療職。



受入開始時期

対象者 H29年度 H30年度 H31年度 H32年度 H33年度 計

本学大学院生 0 5 5 5 5 20

計 0 5 5 5 5 20

受入目標人数

平成30年4月


